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【気象経過】 
（6 月） 

６月第 1 半旬は、日
照時間はほぼ平年並み
でしたが、気温が低め
でした。第 2 半旬から
第 4 半旬にかけては、
高温・多照で経過しま
した。また、梅雨入り
した６月１４日にまと
まった降雨がありまし
た。 

東北南部の梅雨入り
は平年より１日遅く、
昨年より９日早くなり
ました。     
【移植栽培】 

１ 生育状況  
6 月 20 日調査では、草丈、1 ㎡当たり茎数ともにほぼ平年並みとなっています。また、

葉色は平年より若干濃い傾向となっています。 
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２ 今後の管理 
（１）中干し 

・有効茎確保期（6 月 20 日頃）の目標茎数を確保したら、中干しを実施してください。 
 （田植時期によって茎数の確保状況が異なります。各ほ場を確認してください。） 

中干し実施期間は 7～10 日程度ですが、遅くとも幼穂形成期までに終了してくださ
い。 

・管内の中生品種移植栽培における幼穂形成期の平年値は 7 月 9 日です。 
・幼穂形成期頃の水不足は、穎花の発育不全や退化の原因になりますので注意してくだ

さい。 
 
 
 
 
 
 
 

（２）いもち病防除 

 ・本田でのいもち病の発生源となるため、補植用苗は速やかに処分してください。 

・（特に上位葉における）葉いもちは、収量や品質に直接影響を与える穂いもちの伝染源 
になります。病気が進行してからの防除では十分な効果が期待できないので、予防・早 
期発見・早期防除が重要です。 

・葉いもちが発生しやすい気象条件（低温・少照・多雨等）が出現しているかどうかは、 
県病害虫防除所のホームページの葉いもち感染好適条件 の出現状況(BLASTAM)

（https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/byogai/blastam.html）で確認できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有効茎確保期（6 月 20 日頃）の目標茎数  

     ５0 株/坪植えの場合 

     ひとめぼれ 320～360 本/㎡  （1 株当たり 21～24 本） 

     つ や 姫  320～350 本/㎡  （１株当たり 21～23 本） 

だて正夢  280～320 本/㎡  （1 株当たり 18～21 本） 

     金のいぶき 360～400 本/㎡  （1 株当たり 24～26 本） 

      

注）有効茎確保期の目標茎数は、目標穂数×0.8 で計算 
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【乾田直播栽培】 

１ 生育状況  
6 月 20 日調査の茎数は、前回調査（6 月 10 日）の２倍近くに増加しています。 
また、葉数は、前回調査から 1.9 枚増加しています。6 月中旬が高温・多照で経過した

ためと考えられます。 

 
 
２ 今後の管理 
(1)水管理 
・ほ場は湛水後も十分に固いことから、収穫作業を考慮した中干しは必要ありません。 
・慢性的な湿田であれば、中干しによる生育改善効果がみられますが、移植栽培に比較し

て還元の進行も小さいので、稲の生育が停滞するなどの症状がなければ積極的な中干し
は必要ありません。 

 
(2)葉いもち対策 
・水面施用剤を防除適期(6 月末まで。遅くとも 7 月５日頃まで。)に散布してください。 
・葉いもちが発生しやすい気象条件（低温・少照・多雨等）が出現しているかどうかは、 

県病害虫防除所のホームページの葉いもち感染好適条件の出現状況(BLASTAM)
（https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/byogai/blastam.html）で確認できます。 

 
 

 

 

 

 

 春の農作業安全確認運動展開中（令和７年３月 1 日～6 月 30 日） 
 
 農薬危害防止運動実施中（令和 7 年 6 月 1 日～8 月 31 日） 


